
参 考  図



1 配 管類耐震処置 (1)

a)はり・壁等の東通部

c)柱 ・壁等を利用する方法 d)はりや天丼スラブより
つり下げる方法

A種 船控支持の例

末、油配管の場合

斜材は、つり材と同等以 Lの部材とする。

はりや天丼スラブよりつり下げる方法

B種耐震支持の例

b)プラケット支持する方法

 ヽタ  ノ  ノ  ヽ

翔

モルタル等で

充てん

配管用rまり材彬

N2(斜材猛付角度)

[参考](1)原 則 として支持間隔は約 8mと し、A種 又はB種 の耐震支持を行 う。



2 配 管類耐震処置 (2)

(平面〕

(断面)

淡付硬質合成樹脂管使用の場合
(FEP方 式)

(平面)

(断面)

地中籍使用の場合

(地中箱方式)

[備考]( 1 )建 物への電気配管引込部に適用する。

(2)方 式及びマンホール ・ハン ドホールは、特記又は図面による。

(3)  マ ンホール ・ハン ドホール内では、配線に余長を見込む。



3 配 管類耐震処置 (3)

(a)フ レキンプナレショイントを使用

舛壁貫通部固定

支持点

〔平面〕

が―ルジョイントを使用

舛登貫妊邦露定

支持

〔平距〕

(C}スリータッション

IIンタリートふた

【立面〕

(構造駆体とトレンチとtユー体化させない〕

〔立面〕

〔立面)

(b)

[備考]( 1

(2

〔平面〕

建物への配管 (水、油等)01込 部に適用す る。

方式及び トレンチは、特記又は図面による。

フレキンブルジョイント

ヨンクリート技台

(構造駆体とトレンチとは一体化させない)

ヨンクリート登台

外壁寅地部固定



4 構 造物伸縮箇所電気配線

支持金物

2種金属製可とう

電線管又はPF管

ケープルラッタは

接続しない

ケープルを固定する

支持金物

2種金属製 可とう

電線管又はPF管

ケープルは
たるみを持たせる

(断酌

電線菅工事の場合

(断面〕

ケーブルエ事の場合

[備考](1 )  構 造物のエキスパンジ ョイン ト部分の電気配線に適用する。

(2)  プ ルボックスは、特記又は図面による。



5 構 造物仲縮箇所配管類 (水、油等)

[備考](1 )構 造物のエキスパンジョイ

(2)方 式は、特記又は図面によ

(a)フ レキンプルジョイ

| |

卜を使用する場合

(平面)
エキスパンションジョイン

固定全拐

(立頭)

(b】ポールジ ョイン 手を使用する場合

卜部

ヽ
固定全輸

(立函 )

ン ト部分の配管に適用す る。

る。

フレキンプルジョイント

フレキンプル ジ ョイン

吊り食輸

(平面)

エキスパンションジョイント都



6 組 立式マンホール ・ハ ン ドホール

〔比 , l v L ,掩)

――――一‐
cL

(参考)

割票石/濁

砂利地疑

(注)田 ,士、各部の寸法を示すためのもので、形状を指定するものではなし、

給 コンクリー ト
上  5 0

王100
ヽ

日
□

中

一宜

「‐引‐∴壊

一一一――GL

″`イブ

＼

100

( 1 )多分割形で もよい。

O A、 B及 びHは 特記仕様書等による。

1 0 0 H

必要に応 じ

水抜きパイプ

[備考](1 )  構 成は、
一体形又は多分割形のいずれか選択 とす る。ただ し、多分害J形の場合は各

部が容易にずれないよう、モル タル又はエポキシ系樹脂接着剤等により、堅国に一体

化す る。

(2)  配 管用 ノックア ウ トを有するほか、マンホール内には、支持金具、ボル ト、ケーブ

ルフックを、ハン ドホール内には、インサー トを設ける。

砂利地業

各部の寸法

紀   号
有効 寸 法 (内部 ) さ

L : L2 D 側 面

ハ ンドホー ル

H■ _ ` 600 600 600 60

H■ _ 9 600 800 900 6 0

Hを _` 900 300 800

H2_。 900 99C

H6 800

H6 17200 100

マンホール
トツ13 11800 1000 1,500 150 200

M 21300 11300 150 200

(濁 Ll、L2F主、±5C/●以内、Dr471報 彗とする。

継ぎ目防水モルタル

防水モルタル

生テJ一ヽ仕ぷデ



7 現 場打ハン ドホール (1)

( 1 )配 筋のつなぎ方法は、重ね合せ 40D以 上とす る。

(2)  ブ ロックハン ドホールを使用 してもよい。

[単位 Hlm]

一
‐島Ｙ
‐

一

1 1。。。砂コl地刊

[備考]



8 現 場打ハ ン ドホール (2)

[備考]( 1 )配 筋のつなぎ方法は、重ね合せ 40D以 上とする。

(2)  ブ ロックハン ドホールを使用 してもよい。

〔単位 FmJ

一
‐偽Ｖ
‐

一

に 13的砂利地業|



9 現 場打マンホール (1)

W11

平面閣

|

妙10-

A一A断 面 田

内法寸法 11、 12は 、特記によ

配筋のつなぎ方法は、重ね合せ 4

内面コーナーは、直角でもよい。

鉄ふたは、 S2K - 7 5又 は S8

〔単位 Hlm〕

二3-2000

D13

D10-2000

D10-3000

周整
タテD10-200tGダプル
ヨヨ D10-30鞭 身ダ プメレ

醜 、 ふ 輸

編辺方向 D10-2000ダ カ レ

主辺方向D10山3側8ダ プル

妙利地業

[備考 ] ( 1 )

(2)

(3)

(4)

る。

OD以 上 とす る。

K-75を 適用す るもの とする。

′ノーーー拘口‐‐く



10 現 場打マンホール (2)

lv1 2

[備考 ](1)

(2)

(3)

(4)

謁
「

〔単位 mln〕

周壁
タラトD10-2000ダ プル
ヨヨ D10-3000ダ ブル

産 版、拡 版
貨巳辺力「詢 D10-2000ダ ▼カレ

長辺力「FもD10-30搬 ダカ レ

平面 園

A―A断 面 田

内法寸法 1は 、特記による。

配筋のつなぎ方法は、重ね合せ 4

内面ヨーナーは、直角でもよい。

鉄ふたは、 s2K - 7 5又 は S8

B一日断面図

O D以 上 とする。

K-7 5を 適用す るもの とする。

D10-300④

景

‖
| | |

導=



1 1  鉄 ふ た (1 )

構外用の場合 Xを 記入

用途記号 (例)電 気

〔単位 脚劇

記  号
寸  法

A B C

R2K-60 600 690～ 730 45～ 60

R2X-75 750 860～ 910 50～ 80

R8K-60 600 700～ 740 50～ 65

R3X― -75 750 860～ 910 55～ 65

[備考](1) ふた中央部に直径 150ゅ の加圧面で耐荷重試験を行つた とき、R2Kの 破壊荷重

は 20k N以 上、R8Kの 破壊荷重は 80k N以 上とする。

原員Jとして、簡易防水形 とす る6

本体又は枠 と、ふたを鎖で連結する。

ふたは、 リブ付 きでも、 リブな しでもよい。又、ふたの表面はすべ り防止を考慮 し

たもの とする。

(2)

(3)

(4)



1 2 鉄ふた (2)

現場打用

構外用の場合 Xを 記入

用途記号 (例)電 気

〔単位 ― 〕

ゴー ー十 一

ン  《

記  号
寸  法

A B C

S2K― -50 600 680～ 720 45～ 60

S2K― -75 750 860～ 900 55～ 70

S8K― -60 600 700～ 730 50～ 65

S8【 -75 750 860～ 900 55～ 70

[備考]( 1 )

(2)

(3)

(4)

(5)

現場打用に適用する。

ふた中央部に直径 150め の加圧面で耐荷重試験を行つた とき、 S2Kの 破壊荷重

は 20k N以 上、 S8Kの 破壊荷重は 80k N以 上 とす る。

原則 として、簡易防水形 とする。

本体または枠 と、ふたを鎖で連結す る。

ふたは、 リブ付きでも、 リブな しでもよい。又、ふたの表面はすべ り防止を考慮 し

たものとする。



13 接 地極埋設標

[備考 ] ( 1 )

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

〔単位 mm〕

建物 外壁

原則 として黄銅板製で厚 さ 1.Omm以 上のもの とする。

文字は、腐食加工 とする。

必要数字及び種別は、刻記による。

角度は、上図によって表示す る。

図は、
一例を示 し、いずれでもよい。

接地種別の記号は下記による。ただ し電力設備において、共同接地の場合は、その

該当種別のすべてを表示する。又、通信設備において、次以外の場合はETと 表示す

る。

接地記号

接地工事の種類 記  号

A 種 接 地 工 事 E A

B 種 接 地 工 事 E B

C 種 接 地 工 事 E c

D 種 接 地 工 事 E n

一向 圧 避 幸
田 器 E L H

低 圧 避 幸
ロ 器 E L L

避
幸

設 備 E L

構 内

交換機

陽 極 E t

本配線盤の保安装置 EAt

電 話 引 込 日 の 保 安 器 E D t

拡 戸 用 増 幅 器 E D a

可

督

丹

上

接地極埋説標

前方  度  冊
深き       FR
接― l

平成 年
平航 年
平成 年
平成 年
平成 年

殺地極埋設標

前方  度  m

深 さ

平成  年  月

接― lJ

接地抵抗  Ω



14 埋 設標

〔単位 Inm〕

鎌装面

ヨンクげ―卜製

1駆静よ餡引

鉄  雲

(節装の場合に限る)

一 Ｌ

期

「備考」 頭 部には、図示の矢印を表示す る。又、矢印の色は、赤色 とする。



15 現 場制御盤等のスラブ床上据付図

平面囲

断面図
目荒 じ

アンカー(M12

現場打ち基礎

( 1 )  モ ルタルイ士上げを行 うこと。

(2) ボ ル トサイズ及び本数は、耐震を考慮して決めること。

[備考]



16 現 場制御盤等の屋外地上据付図

平 面 園

ンカーポメレト

捨コンタサート

断 面 国_

[備考] ボ ル トサイズ及び本数は、耐震を考慮 して決めること。



17 接 地極埋設図

[備考] 法 面の掘削角度は、安全を確保すること。

萩地錦榎 援地棒



18 引 込柱装柱図

[備考 ] ( 1 )

(2)

(3)

( 4 )

(5)

(6)

軟弱地盤では、ポール底板を設ける。

按地極には、接地埋設標を設ける。

避雷器用接地は、D種 と別に接地端子箱を設ける。

足場ボル トは、地上 2mま で取 り外 してお く。

予備配管には、雨水浸入防止キャップを取 り付ける。

引込ケーブル等の立ち上げは、ケーブルを保護す る材料を用いて堅固に取 り付ける。

勢 も 去 柱 圏

名 規 騎

1 コンクリー ト種 12m-19cm-350k烹 1不

コンクリー ト寝 か せ 1200X240X170m m 1 ′ヽ ン ド付 言
アー ム タイ 2 3X25X945

4  1 規 弓1 留 舎 長 320め
5  1 高 肝 ビ ン 碍 子 晋 お 形

6  1 腕 牟 1  8 0 1六

7  1 耐 張 ス トラ ップ

8 11S_壺 1  2 ①
9  1 立 上 り電 組 供 護 官 V P

1 0 ケー フ ル 供 講 官 SGPW
1 1 ステ ン レス バ ン ド 4 ― フ ル 回 『 用

子 晋 韓 形

1 3 1 富 F 端 笑 a r t 騨材 1 屋 外 用

14 1強 方 パ ツ ド 1 9 6 m ヽ 六

韻 バ ラ ド

場 ボ ル ト CP用
1 7 1球 言 器 B 4kV
18 1
19 1 毘 倒 ( 断 倉 テ ー フ 春 青 ) 1 : SOG樹 1側 用
2 0 地 材 1 :

規 38so(7/2 6) 1 1 0  2 9 4 k E / m

碍 平 O X 1 0 0 m m 1

万 打 ″シ

シ ンフ ル 用 、土 得 千 用

700X350 1 王 根 ロツド何
SOG嗣 1電剛箱 1

マ ンホ ー ル 1

2 9 掬 端 子 痛 l P 2 裂 ( E A 用 卜E D 用 )

3 0 1 日 拝 バ ン ド 1 0 『 用

1 言 『 気 中 開 掛 器 1 台

32 1 SGPW 螢電 用 )防 水 キ ヤッフ 付 き
照 書 日 ヽT A` す ′2 ユ 4 1 " ' °付 =
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